
「
明
治
卅
二
年
八
月
登

冨
岳
帰
途
於
名
古
屋
」
の

裏
書
が
あ
る
１
枚
の
写
真

（
Ｍ
Ｓ
Ｃ
所
蔵
）
が
あ

る
。
富
士
山
登
山
の
帰

途
、
名
古
屋
の
写
真
館
で

撮
っ
た
も
の
ら
し
い
。
名

古
屋
城
を
配
し
た
バ
ッ
ク

が
如
何
に
も
写
真
館
の
背

景
で
あ
る
。
よ
く
み
る
と

欄
外
に
は
「
南
外
堀
町
」

の
文
字
も
読
み
取
れ
る
。

金
剛
杖
に
脚
絆
草
鞋
履

き
、
菰
だ
ろ
う
か
寒
さ
や

雨
避
け
の
筵
を
背
負
っ
て

い
る
。
１
０
０
年
余
も

前
、
明
治
末
年
の
富
士
山

登
山
の
風
俗
が
伺
え
て
、

そ
れ
だ
け
で
も
楽
し
い
。

…
が
、
し
か
し
、
こ
の

写
真
、
そ
れ
以
外
に
も
意

外
な
背
景
を
背
負
っ
て
い

る
。こ

の
頃
の
飯
田
下
伊
那

の
年
表
を
手
繰
っ
て
み
る

と
、
こ
の
年
８
月
、
飯
田

下
伊
那
を
中
心
と
し
た
実

行
教
徒
が
、
久
我
建
通
を

会
頭
、
黒
田
清
綱
を
副
会

頭
に
、
飯
田
町
の
風
越
館

で
「
大
日
本
実
行
会
」
の

発
会
式
を
開
い
て
い
る
。

江
戸
時
代
以
来
の
不
二
教

（
実
行
教
）
の
、
有
力
な

地
域
で
あ
っ
た
下
伊
那
の

実
行
教
徒
た
ち
の
実
質
的

な
不
二
教
か
ら
の
独
立
で

あ
っ
た
。

明
治
初
年
の
大
教
宣
布

政
策
で
神
道
を
含
め
宗
教

組
織
に
よ
る
徳
育
（
�
教

育
勅
語
の
浸
透
）
を
目
論

ん
で
い
た
政
府
が
、
学
校

制
度
の
普
及
等
に
伴
い
、

神
道
を
そ
の
手
段
に
す
る

こ
と
を
諦
め
、
政
教
分
離

の
色
合
い
を
強
め
て
い
く

中
で
、
下
伊
那
の
信
徒
た

ち
は
、
江
戸
時
代
以
来
の

不
二
教
の
信
仰
的
迷
信
的

な
部
分
の
改
革
を
訴
え
て

い
た
が
、
受
け
入
れ
ら
れ

ず
、
便
宜
上
体
裁
上
、
本

部
は
東
京
に
お
い
て
い
た

が
、
つ
い
に
は
独
立
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。

も
と
も
と
国
学
の
門
徒

で
あ
っ
た
多
く
の
下
伊
那

の
会
員
は
、
す
な
わ
ち

「
実
行
会
」
と
し
て
、
既

成
神
道
か
ら
脱
し
、
教
育

勅
語
を
掲
げ
、
そ
の
道
徳

実
践
団
体
と
し
て
の
色
彩

を
強
め
て
い
く
。
報
徳
社

と
の
関
わ
り
も
興
味
深

い
。そ

の
独
立
の
式
典
が
、

明
治
３２
年
８
月
な
の
で
あ

る
。粟

谷
真
寿
美
氏
が
下
伊

那
教
育
会
の
市
村
文
庫
の

市
村
咸
人
野
帖
フ
ァ
イ
ル

か
ら
拾
い
出
し
た
「
近
藤

政
寛
氏
談
」
を
書
き
留
め

て
い
る
。

「
発
会
式
ノ
ト
キ
、
近

藤
、
木
下
ワ
シ
オ
、
北
原

阿
チ
ノ
助
氏
ハ
佐
伯
有
義

ト
ヲ
送
リ
テ
天
龍
川
ヲ
下

リ
、
長
篠
ヘ
出
テ
ソ
レ
ヨ

リ
三
人
シ
テ
富
士
登
山
」

こ
れ
を
受
け
て
粟
谷
氏

は
「
飯
田
で
開
か
れ
た
実

行
会
の
発
会

式
に
出
席
し

た
黒
田
、
佐

伯
の
帰
途

を
、
近
藤
政

寛
、
木
下
倭

志
雄
、
北
原

阿
智
之
助
の

３
人
で
送

り
、
そ
の
後

富
士
へ
登
山

し
た
と
い
う

こ
と
で
あ
ろ
う
」（『
大
日

本
実
行
会
の
成
立
』７４
頁
）

と
書
い
て
い
る
。
黒
田
は

副
会
頭
に
な
っ
た
黒
田
清

綱
（
正
三
位
子
爵
）、佐
伯

は
佐
伯
有
義
（
正
七
位
）

で
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
写
真
だ

が
、
ま
さ
に
そ
の
登
山
の

時
の
も
の
だ
。
写
真
裏
に

は
北
原
阿
智
之
助
の
手

で
、
胡
座
が
近
藤
、
椅
子

着
座
が
木
下
、
立
位
が
北

原
で
あ
る
こ
と
が
書
か
れ

て
い
る
。
下
伊
那
の
次
代

を
背
負
っ
て
立
っ
た
３
人

の
若
き
日
の
姿
で
あ
る
。

�
�
��

明
治
時
代
の
富
士
山
登
山
の
様
子
が
う
か
が
え
る

＊
好
評
発
売
中
！

嶋
不
濁
著
『
黄
眠
先

生
が
行
く

日
夏

耿
之
介
残
影
』

（
南
信
州
新
聞
社
刊
）
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